
日本工業大学

建
築
学
科
　
成
田
健
一
教
授

大規模な野外実験施設

都市環境調査街づくりに活用へ

　
日
本
工
業
大
学
の
成
田
健
一

教
授
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
な
ど
都
市
域
の
熱
環
境
・

風
環
境
、
建
築
環
境
工
学
を
専

門
と
す
る
。
成
田
教
授
は
「
自

然
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
改
め
て

気
づ
き
、
街
づ
く
り
を
考
え
直

す
べ
き
だ
」
と
話
す
。

　
例
え
ば
都
内
有
数
の
緑
地
で

あ
る
皇
居
か
ら
は
、
冷
気
が
周

辺
市
街
地
へ
に
じ
み
出
し
て
お

り
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
緩

和
す
る
効
果
が
あ
る
。
成
田
研

究
室
は
、
首
都
大
学
東
京
、
防

衛
大
学
校
ら
と
共
同
で
実
地
調

査
を
行
っ
た
。
「
い
わ
ゆ
る
省

エ
ネ
は
節
電
、
我
慢
の
イ
メ
ー

ジ
だ
が
、
自
然
の
力
を
街
に
取

り
込
み
、
よ
り
快
適
な
空
間
を

つ
く
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

に
も
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
重

要
な
の
は
自
然
を
過
剰
評
価
し

な
い
こ
と
。
自
然
の
弱
さ
、
ア

テ
に
な
ら
な
さ
も
含
め
て
い
か

に
取
り
込
む
か
」
と
力
説
す

る
。

　
実
地
調
査
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
野
外
実
験
施
設
を
使

う
。
同
大
に
あ
る
準
実
ス
ケ
ー

ル
モ
デ
ル
は
、

×
１
０
０

と
、
世
界
的
に
も
め
ず
ら
し

い
大
規
模
な
施
設
。
ビ
ル
に
見

立
て
た
１
・
５

角
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
な
ら
ぶ
実

験
施
設
を
お
よ
そ
５
分
の
１
ス

ケ
ー
ル
の
都
市
と
仮
定
し
、
風

洞
実
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

東洋大学

バ
イ
オ
・
ナ
ノ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
前
川
透
セ
ン
タ
ー
長

カーボンナノチューブに鉄粒子などを入れ磁
性を持たせてがん患部の局所治療に用いる

カーボンナノ技術がん治療に

　
東
洋
大
学
の
バ
イ
オ
・
ナ
ノ

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
な
ど
を
用
い
た
が
ん
患

部
局
所
治
療
の
実
用
化
研
究
を

進
め
て
い
る
。
長
さ
が
数

の
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
に

鉄
粒
子
な
ど
を
入
れ
て
磁
性
を

持
た
せ
、
磁
気
を
用
い
て
体
内

で
の
運
搬
を
可
能
に
す
る
。
そ

の
上
で
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ

ー
ブ
に
、
が
ん
細
胞
に
く
っ
つ

く
ア
プ
タ
マ
ー
を
付
加
す
る
こ

と
で
、
く
っ
つ
き
回
転
す
る
な

ど
し
て
ス
ト
レ
ス
で
が
ん
細
胞

を
殺
す
仕
組
み
だ
。

　
外
部
か
ら
数
百

の
高
周

波
を
か
け
る
こ
と
で
、
磁
性
粒

子
を
入
れ
た
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ

ュ
ー
ブ
を
自
主
的
に
発
熱
さ

せ
、

度
Ｃ
以
上
の
熱
で
が
ん

細
胞
を
退
治
す
る
手
法
も
開

発
。
こ
の
ほ
か
、
カ
ー
ボ
ン
ナ

ノ
チ
ュ
ー
ブ
に
薬
剤
粒
子
を
く

っ
つ
け
患
部
に
運
ぶ
こ
と
も
で

き
る
。
同
研
究
所
で
は
こ
れ
ら

の
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
国
内

外
で
活
発
な
実
用
化
実
験
を
展

開
中
だ
。

　
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
に

量
子
ド
ッ
ト
を
加
え
て
、
可
視

発
光
さ
せ
る
手
法
を
新
た
に
開

発
。
患
部
ま
で
動
か
し
た
カ
ー

ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
に
近
赤
外

光
を
当
て
可
視
発
光
す
る
量
子

ド
ッ
ト
色
を
捉
え
る
仕
組
み

だ
。
「
こ
う
し
た
数
々
の
手
法

に
よ
り
、
ナ
ノ
技
術
を
用
い
た

実
際
の
が
ん
治
療
に
道
筋
が
つ

く
」
と
期
待
を
よ
せ
て
い
る
。

ものつくり大学

製
造
学
科
ビ
チ
ャ
イ
サ
エ
チ
ャ
ウ
教
授

大学構内での実証実験

ミストで屋外冷房システム

　
も
の
つ
く
り
大
学
製
造
学
科

の
ビ
チ
ャ
イ
　
サ
エ
チ
ャ
ウ
教

授
の
研
究
室
は
制
御
工
学
、
電

気
工
学
、
情
報
技
術
を
ベ
ー
ス

と
し
、
省
エ
ネ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
力

を
入
れ
る
の
が
ミ
ス
ト

霧

散
布
に
よ
る
屋
外
冷
房
シ
ス
テ

ム
だ
。

　
ビ
チ
ャ
イ
教
授
は
「
現
状
、

ミ
ス
ト
は
局
所
的
に
し
か
使
わ

れ
て
お
ら
ず
、
本
来
の
冷
却
効

果
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
日

本
の
伝
統
的
な

打
ち
水

の

よ
う
に
、
水
量
を
制
御
し
広
範

囲
に
噴
霧
す
る
技
術
を
開
発
す

れ
ば
、
使
用
場
面
が
増
え
る
の

で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　
大
学
構
内
に
設
置
し
た
シ
ス

テ
ム
は
、
水
に
約
７

の
圧

力
を
か
け
て
パ
イ
プ
の
０
・
１

の
穴
か
ら
水
が
噴
き
出

す
。
直
後
に
水
同
士
が
衝
突
し

て

―

の
水
粒
に
な

る
。
夏
場
の
周
辺
温
度
が
約
２

度
Ｃ
―
５
度
Ｃ
下
が
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
半
分
の
圧
力
で
ミ

ス
ト
散
布
す
る
こ
と
で
、
電
気

代
を
半
減
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
将
来
的
に
は
大
学
以

外
で
活
用
す
る
考
え
だ
。
大
学

の
あ
る
埼
玉
県
行
田
市
は
、
夏

の
暑
さ
で
知
ら
れ
る
埼
玉
県
熊

谷
市
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、

「
地
域
を
ミ
ス
ト
で
冷
や
し

涼
し
い
街

と
し
て
有
名
に

し
た
い
」
と
も
く
ろ
む
。

埼玉工業大学

内
山
俊
一
学
長

ビタミンＣ計などに活用されて
きた電気量測定方式センサー

独自のセンサー産学で実用化

　
埼
玉
工
業
大
学
の
内
山
俊
一

学
長
が
開
発
し
た
電
気
量
測
定

方
式
セ
ン
サ
ー
が
、
大
手
化
学

繊
維
メ
ー
カ
ー
の
船
舶
の
バ
ラ

ス
ト
水
処
理
装
置
内
に
搭
載
さ

れ
た
。
濾
過
、
殺
菌
後
の
バ
ラ

ス
ト
水
の
塩
素
濃
度
を
検
査
す

る
。
同
装
置
は
、
２
０
１
５
年

内
初
旬
に
発
効
予
定
の
国
際
条

約
に
よ
っ
て
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
需
要
が
高

ま
る
と
見
ら
れ
る
。
内
山
学
長

は
「
大
学
発
の
独
自
技
術
が
、

産
学
連
携
で
実
用
化
さ
れ
る
の

は
め
ず
ら
し
い
」
と
笑
顔
を
み

せ
る
。

　
開
発
は
約

年
前
。
カ
ー
ボ

ン
繊
維
の
セ
ン
サ
ー
部
に
液
体

を
垂
ら
す
と
、
そ
の
際
に
流
れ

る
微
小
な
電
流
量
を
測
定
す
る

方
式
。
従
来
方
法
と
比
べ
て
迅

速
で
簡
便
な
分
析
方
法
と
し

て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
計
な
ど
食
品

分
析
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
日
本
ポ
ー
ラ
ロ
グ
ラ
フ
学

会

京
都
市
左
京
区

の
志
方

国
際
メ
ダ
ル
を
受
賞
す
る
な
ど

高
い
評
価
を
得
て
き
た
が
、
バ

ラ
ス
ト
水
、
と
い
う
切
り
口
か

ら
再
び
注
目
を
集
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
研
究
室
は
、

年
に
学
長
就

任
し
た
際
に
、
後
任
の
松
浦
宏

昭
講
師
が
引
き
継
い
だ
が
、
今

も
「
今
後
は
燃
料
電
池
の
電
極

と
し
て
可
能
性
が
あ
る
」

内

山
学
長

と
情
熱
を
傾
け
続
け

て
い
る
。

埼
玉
県
内
４
大
学

　製造業の集積地、埼玉県内には企業
と同様、個性的な大学が多く存在し、
独自の輝きを放っている。なかでも、
環境問題や先端医療に取り組む４研究
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